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要旨 

背景：グロムス腫瘍は稀な良性多血性腫瘍である。手術は、合併症と死亡率が高い

にもかかわらず、治療の中心であった。近年治療は集学的アプローチへと移行し、ガ

ンマナイフによる放射線手術が治療の選択肢の一つになっている。 

 

方法：著者らは、グロムス腫瘍に対してガンマナイフ放射線手術を受けた一連の患

者の臨床的および放射線学的転帰を後方視的に分析した。 

 

結果：30 人の患者がガンマナイフ放射線手術を受けた。平均腫瘍体積は 7.69cc（範

囲 0.36-24.6）であった。腫瘍の平均辺縁線量は 16Gy（範囲 13-18）であった。追跡

期間中央値は 91 カ月（平均 90 カ月；範囲 11-172）であった。全臨床制御率は 100%

であった。全腫瘍体積制御率は 96.6%であった。患者および腫瘍の特徴、治療デー

タ、および転帰が分析された。 

 

結論：ガンマナイフによる放射線手術は、グロムス腫瘍に対する安全かつ有効な治

療法である。グロムス腫瘍に対するガンマナイフ放射線手術の役割を明確に示すため

には、より長期間の追跡調査と大規模コホート研究が必要である。 
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頸鼓室グロムス腫瘍に対するレクセルガンマナイフ放射線手術：長期成績 

Leksell Gamma Knife radiosurgery of the jugulotympanic glomus tumor: long-

term results . 

Roman Liscak, Dusan Urgosik, Tomas Chytka, Gabriela Simonova, Josef Novotny 

Jr, Josef Vymazal, Khumar Guseynova, Vilibald Vladyka. 

J Neurosurg.2014 Dec:121 Suppl:198-202.doi:10.3171/2014.7.GKS14923 

 

 

要旨 

目的：グロムス腫瘍は通常進行が緩徐なため、放射線治療による腫瘍の増殖抑制効

果は長期追跡調査によって評価できる。現在放射線治療の中期成績しか得られていな

いため、著者らは長期成績の観点から､少なくとも 10 年前にガンマナイフ治療を受け

た患者を本研究に組み入れた。 

 

方法：1992 年から 2003 年にかけて、ガンマナイフを用いてグロムス腫瘍患者 46 名

を治療した。患者の年齢は 21 歳～７９歳（中央値 56 歳）であった。ガンマナイフ放

射線手術が初回治療とされたのは 17 名（37%）であった。放射線手術の前に外科手術

が行なわれた症例は 46%、塞栓術が 17%、分割放射線療法が 4%であった。腫瘍体積は

0.2～24.3cm3（中央値 3.6cm3）であった。腫瘍の辺縁線量は 10～30Gy（中央値

20Gy）であった。 

 

結果：１例は放射線手術後に追跡不能となった。臨床的追跡可能であったのは 45 例

で、44 例は MRI での追跡を行ない、追跡期間は 12～217 カ月（中央値 118 カ月）で

あった。神経学的障害は 45 例中 19 例（42%）で改善し、2 例(4%)で悪化した。腫瘍

の大きさは画像による経過観察で 44 例中 34 例(77%)が縮小したが、放射線手術から

182 カ月後に 1 例(2%)で容積の増大が観察され、ガンマナイフ治療が繰り返された。

１人の患者は、初回の放射線手術治療から 98 カ月後に、グロムス腫瘍に近い二次性

誘発髄膜腫に対して再度ガンマナイフ治療を受けた。７人の患者が放射線手術後 22

～96 カ月（中央値 48 カ月）で死亡したが、すべて関連のない理由であった。 

 

結論：放射線手術は、罹患率が低く､安全な治療法であり、長期にわたって確実な抗

増殖効果を示すことが証明された。 
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2 0 2 5 年 7 月 1 9 日 ～ 2 0 日 に 第 2 8 回 日 本 臨 床 脳 神 経 外 科 学 会 を 高
知 で 開 催 い た し ま す 。 こ の 学 会 は 脳 神 経 外 科 を 専 門 と す る 民 間
病 院 を 中 心 と す る 病 院 学 会 で す 。 多 職 種 で 参 加 で き る 数 少 な い
学 会 に な り ま す 。 ガ ン マ ナ イ フ に 関 す る ご 講 演 や シ ン ポ ジ ウ ム
な ど 、 い ろ い ろ 企 画 し て い ま す 。  

ス タ ッ フ の 方 々 を お 誘 い あ わ せ の う え 、 多 く の 方 が 多 参 加 を お
待 ち し て お り ま す 。  

学 会 ホ ー ム ペ ー ジ ：
h t t p s : / / c o n v e n t i o n . j t b c o m . c o . j p / 2 8 j a n s c /  

http://mominoki-hp.or.jp/
https://convention.jtbcom.co.jp/28jansc/

